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主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
国
語
／
現
代
の
国
語　
［
分
野
・
単
元
］「
説
得
力
を
高
め
る
た
め
に
〈
書
く
〉」（
全

８
時
間
の
う
ち
の
３
時
間
目
。
P. 
47
に
本
時
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

［
学
習
内
容
］
本
単
元
末
に
は
、
市
立
図
書
館
の
推
薦
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
本
の
推
薦
文
と
ポ
ッ
プ
を
作
成
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
行
う
。
そ
の
本
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
た
め
、
読
書
を
テ
ー
マ
と
し
た
川
上
未み

え

こ
映
子
の

エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
だ
後
、
２
つ
の
課
題
に
個
人
と
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み
、
本
と
の
出
会
い
方
に
つ
い
て
考
え
た
。

漢字テスト、前回の振り返り

授業の冒頭、生徒同士で交互に問題を出し合う漢字テス
トを行った。次に、前時の課題「芦田愛菜のエッセーを
基に読書の楽しみ方を考える」について、生徒が「学び
の地図」（P.46 図）に書いた内容の一部を、片畑先生が
紹介した。

9:45
本時の概要

かたはた・ゆうすけ　教職歴８年。同校に赴任して９年目。進路指導部。国語科。大
阪府教育センター兼充指導主事も務める。2021 年度、カリキュラム・マネジメント
のリーダーとして、同校の授業改革を主導。

学校概要
◎大阪府立第15高等女学校として設立。キャッチフレーズは、「君にしかできない夢
（こと）が泉大津（ここ）にある」。３年間の学びと部活動、そして学校行事を通して、
「人間力・教養力・協働的探究力」の３つの資質・能力を身につけることを目指す。

◎設立　1941（昭和 16）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 240人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　私立大は、追手門学院大、大阪産業大、関西医療大、
四天王寺大、阪南大、桃山学院大、神戸学院大などに延べ 71人が合格。短大・専門
学校進学157人。就職34人。

授 業 実 践

国
語

日
々
の
授
業
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

身
に
つ
け
た
力
を
発
揮
す
る「
学
び
の
舞
台
」を
設
定

大
阪
府
立
泉
大
津
高
校

　片か
た

畑は
た

友ゆ
う
す
け亮

発問・課題設定をキーに見る

課題に個人・グループで取り組む10:21

机間指導で、課題２が進んでいない生徒が多いと見取った
片畑先生は、スクリーンに教科書を映し、ヒントになる部
分を示した。５分間、個人で考えた後、再び、グループワー
クに移行。生徒はそれぞれ考えたことを述べ合い、課題２
について考察した。
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以
前
か
ら
、
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
授
業
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
た
だ
、
私
の
問
い
か
け
は
、
一
問

一
答
形
式
が
多
く
、
1
人
の
生
徒
と
私
と

の
や
り
取
り
が
中
心
で
、
私
が
答
え
を
誘

導
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
生
徒
は
、
私
の
問
い
に
解
答
す
る
た

め
の
読
解
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
作
品
が
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を

持
つ
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
作
品
を
読
み

解
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
生
徒
が
素
材
文
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
を
表
現
し
た
り
、
そ
れ
を
生
徒
同
士

で
共
有
し
た
り
す
る
活
動
を
増
や
し
ま
し

た
。す
る
と
、生
徒
は
積
極
的
に
自
分
の
考

え
を
言
う
よ
う
に
な
り
、
私
が
思
い
も
よ

ら
な
か
っ
た
視
点
も
出
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
生
徒
を
主
体
と
し
た
授
業
の

重
要
性
に
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
度
か
ら
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
の
授
業

改
善
を
進
め
、
国
語
科
内
で
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
共
有
し
、
単
元
計
画
や

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
統
一
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
現
代
の
国
語
」
で
は
、
私

3

5

2

6

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

自
分
の
考
え
を
表
現
し
、他
者
と
共
有
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、作
品
を
深
く
読
み
解
く

振り返りを基にペアで考える

「学びの地図」に振り返りを記入

片畑先生は、紹介した「学びの地図」の内容を踏まえて、
「読書の楽しみ方が人によって違うのなら、どういったこ
とに気をつけて本を選んだらいいと思う？」などと問いか
け、ペアで話し合わせた。生徒は、読書の楽しみ方につい
て、さらに考えを深めていった。

課題の考察結果を全体で共有した。課題２について指名さ
れた生徒が発言できずにいると、片畑先生は、「ペアで相談
しましょう」と言い、全員に１分間話し合わせた。発言がで
きないまま授業が終わらないようにするために、同じ生徒
を指名。その生徒は、今度はしっかり発言することができた。

生徒は「学びの地図」に本時の振り返りを記入し、提出した。
最後に片畑先生は、次時では、単元末のパフォーマンス課
題で紹介文を書くための本選びが課題となることを伝えた。
「川上さんのように、目を閉じて最初に指先に触れた本を読
むのもよいですね」などと声をかけ、授業を締めくくった。

10:00

10:2610:30

音読後、２つの課題に取り組む

４人１組となり、教科書の素材文である川上未映子のエッ
セーを、１人１文ずつ、交代で音読した。読み終えたら、
本時の課題１「著者が言う『贅沢な読書体験』を指す文章
を本文から抜き出す」と、課題２「著者が考えるお勧め本
との出会い方についてまとめる」に個人で取り組んだ。

10:05

課題の考察結果を全体で共有

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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を
含
む
２
人
の
担
当
者
が
、
単
元
目
標
や

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
３
つ
の
観
点

そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
基
準
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
な
ど
を
記
載
す
る
「
単
元
設
計

シ
ー
ト
」
を
交
互
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
こ
に
は
、
作
品
を
ど
の
よ
う
に

読
み
取
り
、そ
れ
を
基
に
何
を
考
え
、テ
ー

マ
を
ど
う
掘
り
下
げ
て
い
く
の
か
を
明
記

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
授

業
ご
と
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

２
人
で
検
討
し
、
授
業
案
や
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
授
業
の
大
枠
や
学
習
評

価
の
方
針
は
科
目
内
で
統
一
し
て
い
ま
す

が
、
授
業
の
進
め
方
や
進
度
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
内
容
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
者
に
任
せ
て
持
ち
味
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
授
業
は
、「
学
び
の
舞
台
」
と
呼

ぶ
、
単
元
末
に
行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
か
ら
逆
算
し
て
設
計
し
て
い
ま
す
。
部

活
動
に
例
え
る
と
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

は
公
式
戦
で
、
日
々
の
授
業
は
基
礎
練
習

や
練
習
試
合
で
す
。
日
々
の
授
業
は
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
学
習

機
会
に
な
り
ま
す
。
失
敗
を
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
に
、
そ
の
場
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
な
支
援
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
日
々
の
成
功
や
失
敗
を
自
身

の
成
長
の
糧
に
す
る
た
め
に
は
、
省
察
が

重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
毎
授
業
の
最
後
の

５
分
間
で
、
本
時
で
の
気
づ
き
を
「
学
び

の
地
図
」（
図
）
に
記
入
し
、
提
出
さ
せ

て
い
ま
す
。
生
徒
の
記
述
に
は
す
べ
て
目

を
通
し
、
赤
字
で
必
ず
コ
メ
ン
ト
し
て
返

却
す
る
と
と
も
に
、
ほ
か
の
生
徒
の
視
野

意
欲
を
保
て
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
公
式
戦
の
よ
う
な
位

置
づ
け
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

行
う
こ
と
で
、
生
徒
は
日
々
の
授
業
に
も

意
欲
的
に
取
り
組
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
単
元
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、

「
今
、
大
人
こ
そ
読
む
べ
き
本
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
市
立
図
書
館
の
推
薦
図
書
コ
ー

ナ
ー
に
置
く
本
の
選
定
と
、
推
薦
文
と

ポ
ッ
プ
の
作
成
で
す
。
図
書
館
か
ら
、コ
ー

ナ
ー
作
成
の
依
頼
が
あ
り
、
生
徒
に
と
っ

て
や
り
が
い
の
あ
る
「
学
び
の
舞
台
」
に

な
る
と
考
え
、
課
題
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
単
元
の
３
時
間
目
と
な
る
本

時
で
は
、
推
薦
す
る
本
選
び
に
向
け
て
、

本
を
読
む
際
の
様
々
な
視
点
を
つ
か
め
る

よ
う
、
読
書
の
楽
し
み
方
を
題
材
に
し
た

川
上
未
映
子
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん

で
、
お
勧
め
の
本
と
の
出
会
い
方
に
つ
い

て
、
個
人
や
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る

課
題
と
し
ま
し
た
。

　
日
々
の
授
業
は
、「
失
敗
し
て
も
よ
い

場
」で
あ
る
こ
と
を
、生
徒
に
意
識
さ
せ
て

い
ま
す
。「
授
業
は
練
習
の
場
だ
か
ら
、
何

度
間
違
え
て
も
大
丈
夫
」
な
ど
と
年
度
初

め
か
ら
繰
り
返
し
伝
え
、
自
分
の
考
え
を

臆
す
る
こ
と
な
く
表
現
で
き
る
よ
う
、
後

押
し
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
時
で
は
、
課
題
２
に
つ
い
て
指
名
し

た
生
徒
が
発
言
で
き
ず
に
い
た
た
め
、
全

員
に
向
け
て
、
再
度
ペ
ア
で
考
え
て
み
る

よ
う
に
促
し
、
も
う
一
度
同
じ
生
徒
を
指

名
し
て
、
発
言
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
状
態
で

授
業
を
終
え
れ
ば
、
生
徒
は
前
向
き
な
気

持
ち
で
次
の
学
習
に
向
か
え
ま
す
。
１
人

の
生
徒
の
失
敗
は
、
そ
の
生
徒
だ
け
で
な

く
、
全
員
に
と
っ
て
再
度
問
い
を
深
め
る

図　学びの地図（振り返りシート）　

「
学
び
の
地
図
」で

学
び
や
失
敗
を
可
視
化
す
る

※学校資料を抜粋して掲載。

「学びの地図」は、毎授業の振り
返りを書き込むシートだ。単元
末に行うパフォーマンス課題に
取り組む際、生徒がその単元で
学んだことを俯瞰し、学びの連
続性を持てるよう、１つの単元
の振り返りが１枚の用紙にまと
められた状態になるようにした。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

単
元
末
の
「
学
び
の
舞
台
」
か
ら

逆
算
し
て
授
業
を
設
計
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主体的・対話的で深い学び

を
広
げ
る
よ
う
な
記
述
は
、
次
時
の
冒
頭

で
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
教
師

に
と
っ
て
は
、
生
徒
の
学
び
が
深
ま
っ
て

い
く
過
程
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
つ
か
め
る

ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
メ
ン
ト
を
す
る
際
は
、
褒
め
る
と
と

も
に
、「
こ
こ
は
ど
う
い
う
こ
と
？
」
な
ど

と
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
な
問
い
か
け
を
す
る
こ
と
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
私
の
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
に
深
い
考
え
を
書
く
生
徒
も
多

く
、交
換
日
記
の
よ
う
に
、言
葉
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
授
業
で
の
学
び
が
、
日
常
生
活
や
社
会

の
見
方
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。「
学
び
の
地
図
」

で
の
振
り
返
り
や
授
業
で
の
発
言
な
ど
に

表
れ
る
生
徒
の
気
づ
き
を
取
り
上
げ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
視
野
を
広
げ
る
よ
う
な
声

か
け
や
発
問
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
自
分
の
考
え
を
積
極
的
に
述
べ

て
い
る
様
子
や
、「
学
び
の
地
図
」
に
書

か
れ
て
い
た
深
い
考
察
か
ら
、
生
徒
が
本

気
で
読
解
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
授
業
改
善
の
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。「
授
業
が
面
白
い
」
と
生
徒
か
ら

言
わ
れ
る
こ
と
も
、
何
よ
り
の
成
果
で
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

の
実
現
で
す
。
授
業
内
の
課
題
に
は
ク
ラ

ス
全
員
が
一
律
に
取
り
組
む
の
で
、
早
く

終
え
る
生
徒
が
い
る
一
方
、
全
く
手
が
動

い
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
た
だ
、
後

者
の
生
徒
で
も
、
単
元
の
最
後
の
振
り
返

り
を
見
る
と
、
深
い
考
察
に
至
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
学
び
方
や
学
び
の
ス

ピ
ー
ド
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
点
に
現
在
の
授
業
は

対
応
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
あ
る
問
題
を
ど
の
よ
う

な
手
順
で
解
決
す
る
の
か
を
、
教
師
主
導

で
決
め
る
、
言
わ
ば
コ
ー
ス
料
理
の
よ
う

な
授
業
で
し
た
。
今
後
は
、
単
元
目
標
と

授
業
時
数
を
示
し
、
問
題
設
定
や
そ
の
解

決
の
手
順
を
生
徒
に
委
ね
る
、
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
の
よ
う
な
授
業
に
移
行
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
言
語
文
化
」
の
短
歌
の

単
元
（
４
時
間
）
で
、「
バ
イ
キ
ン
グ
型
」

の
授
業
を
実
践
す
る
予
定
で
す
。
生
徒
が

学
ぶ
方
法
や
順
序
を
考
え
る
、
生
徒
主
体

の
授
業
に
す
る
こ
と
で
、
1
人
で
も
多
く

の
生
徒
が
、
自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
見

つ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

「
コ
ー
ス
料
理
型
」
の
授
業
か
ら

「
バ
イ
キ
ン
グ
型
」
の
授
業
へ

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】国語・現代の国語　【分野・単元】説得力を高めるために〈書く〉　【テーマ・作品】なぜ読書をするのか？　【設定時数】
全８時間（本時は３時間目）　【単元目標】読書の意義と効用について理解を深めながら、そのことについての自分の考えが的確に伝
わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や文体、語句などの表現の仕方を工夫することができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１
• ガイダンス
•「言葉を拾

う」方法と
効果

言葉を拾う方法や意義に
ついて理解する。

【知識、技能】

①本単元の目標、本質的な問い、最終課題（パ
フォーマンス課題）、学習の流れを説明する。

②素材文を基に、引用の効果と作法について
個人で考え、グループで考えを共有し、さ
らに全体発表で共有する。

③本時の振り返りを「学びの地図」に記入する。

【主体的な学び】何のために、何を、どれ
くらいかけて、どんな流れで行い、それに
よってどんな力が身につくかを伝え、学習
の見通しを持たせる。　【対話的な学び】

「間違っても大丈夫」を合言葉に、生徒が
互いの発言を受け止められる場をつくる。

• 学びの地図
（ 形 成 的 評
価）

• 定期考査（総
括的評価）

2
•「読書の楽

しみ方」と
は　１ 読書の意義と効用につい

て、著者の考えを読み取
る。

【思考力、判断力、表現力】

①前時の「学びの地図」の記入内容を全体で
共有し、前時の課題への考えを深める。

②読書の意義と効用について、２時間目は芦
田愛菜の、３時間目は川上未映子の考えを
個人でまとめ、グループ及び全体発表で共
有

③本時の振り返りを「学びの地図」に記入する。

【主体的な学び】前時の振り返りを全体で
共有し、主体性を持たせる。　【対話的な
学び】「間違っても大丈夫」を合言葉に、
生徒が互いの発言を受け止められる場を
つくる。　【深い学び】前時の振り返りを
全体で共有し、新たな問いを投げかけるこ
とで、自身の考えが深まるようにする。

• 学びの地図
（ 形 成 的 評
価）

• 定期考査（総
括的評価）

• パフォーマ
ンス課題（総
括的評価）

3
•「読書の楽

しみ方」と
は　２

7
• 紹介文・ポ

ップの作成
２

自分の考えが的確に伝わ
るよう、根拠の示し方や
説明の仕方を考えるとと
もに、文章の種類や文体、
語句などの表現の仕方を
工夫することができる。

【思考力、判断力、表現力】

①前時の「学びの地図」の記入内容を全体で
共有し、前時の課題への考えを深める。

②紹介文とポップを作成する。
③本時の振り返りを「学びの地図」に記入する。

【主体的な学び】前時の振り返りを全体で
共有し、主体性を持たせる。

【深い学び】前時の振り返りを全体で共有
し、新たな問いを投げかけることで、自身
の考えが深まるようにする。

• 学びの地図
（ 形 成 的 評
価）

• パフォーマ
ンス課題（総
括的評価）

8  • 品評会

読書の意義と効用につい
て、主体的に考えを深め
る。

【主体性、多様性】

①前時の「学びの地図」の記入内容を全体で
共有し、前時の課題への考えを深める。

②作品を見せ合い、コメントし合う。
③単元の振り返りを「学びの地図」に記入する。

• 学びの地図
（ 形 成 的 評
価、総括的
評価）

※片畑先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全８時間分は、ウェブサイト「VIEW next ONLINE」（https://view-next.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

47  高校版  2022 October 

0-01-J-22908-001 2022 年度 VIEW next 高校版 10 月号 47 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

09/30
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P44-47_view-next-koukou-10g.indd   47P44-47_view-next-koukou-10g.indd   47 2022/09/30   11:372022/09/30   11:37


